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技術総括・保安審議官賞 
● 株式会社リコー 

優良賞（審査委員会賞） 
● 株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド  

大企業 製造・輸入事業者部門 中小企業 製造・輸入事業者部門 

大企業 小売販売事業者部門 中小企業 小売販売事業者部門 

特別賞（審査委員会賞） 

経済産業大臣賞 
● 山本光学株式会社 
優良賞（審査委員会賞） 
● アイリスオーヤマ株式会社 

優良賞（審査委員会賞） 
● 株式会社カインズ  

優良賞（審査委員会賞） 
● ふとんのにしなか 

企業部門 
● ＮＴＴタウンページ株式会社 
● 株式会社榎本金属製作所 

令和元年度 受賞企業 
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製品安全対策優良企業表彰とは 

経済産業省が、企業や団体の、製品安全への 
優れた取組を募集し、表彰する制度です。 

●社内のルールや仕組みの元で、実際に行われている取組を重要視します。 
●製品自体の安全性を評価するものではありません。 
 

審査のポイント（何を審査するか？） 

製品安全を確保するための体制を審査するとともに、 
特に優れた取組に重点を置いて審査します。 
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審査における考え方 

●人が作る以上、事故はゼロにならない 
 （人は必ずミスをする） 
 
●事故が起きた後に、消費者の立場に立って、 
  真摯にスピーディーに対応することが大切 

過去の製品事故やリコールなどの有無は問いません。 
事故やトラブルの経験を糧に、どのように取組を改善したか、 
どのように体制を整備しているかなどを確認します。 
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３．審査基準 4つの視点 
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審査基準：一次審査、二次審査の評価方法 

1.４つの視点（特別賞は２つの視点）に関する取組が 
総合的に優れている企業・団体 

 
2.４つの視点（特別賞は２つの視点）いずれかにおいて 
卓越した取組を行っている企業・団体 

取組の先進性、積極性、意欲性等の観点で 
優れた企業・団体を選出します。 
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審査基準  
 ＜４つの視点 ＞ 

安全な製品を 
製造・輸入（仕入・販売） 

するための取組 

製品を安全に 
使用してもらうための取組 

出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

製品安全 
文化構築への取組 

製造事業者・輸入事業者部門 
小売販売事業者部門 

視点1 視点２ 

視点３ 視点４ 
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 審査基準 
 ＜２つの視点＞ 

製品の安全を 
確保・支援するための取組 製品安全文化構築への取組 

特別賞 

視点1 視点２ 
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製品を安全に 
使用してもらうための取組 

出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

製品安全 
文化構築への取組 

サプライヤー
表彰制度 

新技術 
採用による
安全性向上 

利用者行動
分析で 

ニーズ把握 

リスクアセス
メント手法 
開発と運用 

最悪事態を
想定した 
試験実施 

社外との 
連携強化 

他業種との
製品安全 
文化醸成 

サプライ
チェーン全
体の協力体

制 

地域と協力
した啓発 
活動 

顧客との 
コミュニケー
ション確保 

業界全体で
の安全性 
向上 

経年劣化を
考慮した 
品質管理 

PDCA 
サイクルの
実践 

視点1 視点2 

視点4 視点3 

IoT・ビックデータを
活用した使用者 
情報の収集分析 

安全確保の
トレーサビリ
ティ確立 

グローバル
視点製品安
全基準策定 

ヒューマンエ
ラー発生防
止の取組 

資材調達に
おける安全
管理徹底 

安全確保に 
向けた施工業
者との連携 

誤設置防止
のための 
取組 

人材育成と
技術継承の 
取り組み 

原因究明と
再発防止の
徹底 

セカンド 
ユーザー登録 

安全な製品を 
製造・輸入（仕入・販売） 

するための取組 
製造委託工
場における
品質確保 

製品安全実
践のための
体制づくり 

不具合・事
故に対する
迅速な対応 

Q&Aによる
誤使用防止
の情報提供 

遠隔診断 
保守による 
製品監視 

製品安全 
情報の社内
共有推進 

グループ社
員向け幅広
い安全教育 

原因究明の
ための解析
技術 

受賞企業の評価ポイント（製造・輸入事業者） 
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経営トップ
の関与 

カスタマーセン
ターの設置 今年度 

追加事項 
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取引先の 
適正評価 

グループ企
業の品質 
基準構築 

業界全体の
安全レベル
をリード 

自社・取引
先の人材 
育成 

苦情処理 
情報の 
有効利用 

安全性重視
の商品化 顧客との双

方向コミュニ
ケーション 

使用者視点
による取扱
製品選定 

使用者への
丁寧な安全
情報提供 

加盟店含め
た情報共有
と人材育成 

家庭向け総
合メンテナン
スサービス 

事故発生 
情報の 
全社共有 

安全な製品を 
製造・輸入（仕入・販売） 

するための取組 

出荷後に安全上の問題が 
判明した際の取組 

製品安全 
文化構築への取組 

視点1 視点2 

視点4 視点3 
リスクアセス
メントによる 
リコール判断 

仕入れプロ
セスの規定

化 

技術評価の
徹底と事故
防止策 

販売前の訪
問下見サー
ビス実施 

製品安全文
化定着を図
る情報提供 

社員向け製
品安全技術
研修の強化 

製品を安全に 
使用してもらうための取組 

購入履歴と
日常業務で
安全を提供 

顧客の声を
メーカーに
提供 

全社リスク
管理体制の
構築 品質トラブ

ルナレッジの
共有 

技術評価会
の海外拠点
への展開 

製品安全責
任者配置と
権限明確化 

Web等活
用による安
全情報発信 

故障データ
分析に基づ
く顧客対応 

製品安全を
企業経営の
原動力に 

製品安全意
識向上のた
めの展示会 

受賞企業の評価ポイント（小売販売事業者） 

回収の 
素早い 
意思決定 

力量の 
定量評価 今年度 

追加事項 



PSアワード2019 製品安全対策優良企業表彰 

13 

４．企業・団体の声 
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審査を受けた企業・団体の声 

 自社の製品、サービスに関する安全対策について、一元的にまとめる機
会になり、今までの取組の振り返りが出来た。 

 応募資料の作成に複数の部門で取り組んだことで、各担当の品質への取
組がさらに進んだ。 

 これまでの自社の取組を改めて洗い出し、客観視することができた。 
 資料作成の過程で、自社の製品安全への取組を振り返ることができた。
これにより製品安全に関わる人員への説明の質が上がった。 

 審査委員会からのフィードバックコメントによって、課題の優先順位付
けができた。 

 フィードバックコメントにより、第三者視点からの貴重な意見をいただ
けた。 

 経済産業省・審査委員・事務局との意見交換により、製品安全の実現に
向けた知見を得ることができた。 
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受賞企業の声 

 製品安全に関する社内の意識が向上した。 

 現地調査が製品安全に対する経営幹部の役割を再認識してもらうよい機
会となった。 

 製品安全の取組をする営業部において反響があった。 

 受賞によって社外から品質意識の高い会社と見られるようになり、設計
相談などが増えた。 

 製品安全と品質に関わる団体から、自社の取組内容について講演依頼を
いただいた。 

 受賞が工業会会報で取り上げられた。 

 自社店舗において、ポスターおよびバナースタンド看板によって受賞の
事実を広くPRした。 
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ご清聴ありがとうございました。 

問い合わせ先 
 

製品安全対策優良企業表彰（PS アワード）
事務局 

［MS&ADインターリスク総研株式会社］ 
担当： 佐藤、鶴田 

TEL：03-5296-8974 
Email：ps_award2019@ms-ad-hd.com 
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